
 

舞鶴市の小・中学校のいまとこれからについて 
 

１．アンケートをお願いする背景 

●教育委員会では、学校において、子どもたちは集団の中で多様な考えに触れ、認め合

い、協力し合い、切磋琢磨することを通じて一人ひとりの資質や能力を伸ばしていく

ことが大切であると考えています 

●そのため、学校にはある程度の子どもたちの人数が必要ですが、全国的な少子化で、舞

鶴市立の小・中学校では子どもたちの人数が少なくなっており、学校の「小規模化」が

進んでいます 

●その影響で、「クラス替え」ができなかったり、一部の小学校では、2 つの学年が同じ

教室で授業を受ける「複式学級」が生じたりしています 

●こうした状況を踏まえ、今後、教育委員会では、将来にわたる子どもたちのより良い教

育環境を目指して、学校のあり方の方向性（ビジョン）を作っていくこととしています 

●このアンケートは、それに先立ち、保護者の皆様の大切なお考えをお聞きするもので

す。次からの説明もご一読いただき、ぜひご協力をお願いいたします 

 

２．児童・生徒数が大きく減少しています（年間で約 100～150人ずつ） 

 ●舞鶴市の子どもたちの人数は、年間で約 100～150人ずつ減少しています 

 ●今後 10年で、今よりさらに約 1,500人減少すると見込んでいます 

 

今後 10年で約 1,500人

（25％）減少 



３．学校の小規模化が進んでいます 

 ●今は標準規模の学校も、将来、その一部は小規模校になる見込みです 

 

 


